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研究成果の概要（和文）：60歳未満の男性日勤労働者を対象に、2011年から2017年まで、不眠（アテネ不眠尺
度）とうつ症状（CES-D)などを調査し、不眠とうつ症状発症との関連を検討した。不眠あり（AIS 6 点以上）群
では、うつ症状発症リスクはHR 4.97(95% CI 2.97-8.33)と高いことが示された。AIS 1-3点群では HR 2.14(95%
 CI 1.32-3.45)、AIS 4-5点群ではHR 3.93(95% CI 2.40-6.42)と、不眠の程度が強いほど、その後のうつ症状発
症リスクが高くなることが示された。職場のうつ病対策として、睡眠障害にも注意を向ける重要性が示された。

研究成果の概要（英文）：This 6-year cohort study (2011-2017) investigated the association between 
insomnia and onset of depression in male workers. Depression and insomnia were assessed using CES-D 
and the Athens Insomnia Scale (AIS), respectively. The analysis was made with 1,332 daytime male 
workers aged < 60 who had CES-D score of < 16 at baseline. Insomnia was the greatest risk for 
developing depression. Subjects with AIS score of 6 or more had a 4.97 times greater risk (95%CI 2.
97-97-8.33). The hazard ratio (HR) increased with AIS scores at baseline; for a total AIS score of 
1-3 (HR 2.14, 95%CI 1.32-3.45) and for an AIS score of 4-5 (HR 3.93 95%CI 2.40-6.42). Severer 
insomnia could be a greater risk for onset of depression. Improving sleep status might be a 
beneficial measure to reduce the risk of developing depression in male workers.

研究分野： 産業衛生

キーワード： 睡眠障害　うつ病

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本調査は、これまで調査がまれな職場労働者を対象に、睡眠障害の存在が将来のうつ症状発症のリスクを高める
ことを示すとともに、不眠症状の程度が強いほど将来のうつ症状発症リスクが高くなることを示した、国際的に
も意義のある研究である。将来のうつ症状発症リスクは、不眠症状の程度が強いほどは高く、軽い不眠症状でも
リスクが高まり、注意を要する。また、職場のうつ病対策として、労働者の不眠症状や睡眠障害にも注意を向
け、その改善に努めることが、うつ病発症予防にも繋がる可能性を示唆した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
職場のメンタルヘルス対策は、産業衛生において最重要課題の一つになっている。第 13 次労

働災害防止計画 （平成 30 年、厚生労働省）では、重点事項として「過労死等の防止等の労働者
の健康確保対策の推進」があげられ、長時間労働対策に加えて、メンタルヘルス対策の推進が図
られている。 
うつ病と睡眠障害との関連は良く知られている。うつ病では睡眠障害が伴うことが多く、睡眠

障害はうつ病の併発症の一つとされている。一方で、睡眠障害がうつ病発症の危険因子（予測指
標）になるともされ、うつ病発症リスクとしての睡眠障害への関心が高まっている。最近のレビ
ューでは、睡眠障害は自殺念慮の独立したリスク要因とも指摘されている。 
睡眠障害とうつ病発症の関連について、コホート研究を解析した最近のメタアナリシスでは、睡
眠障害はうつ病発症の予測指標(OR 2.83, 95%CI 1.55-5.17)であるとの結果を示している。しか
し、解析に用いられた論文 10 篇の対象者は、いずれも地域ベースの対象者であり、職域におけ
る睡眠障害とうつ病発症に関する研究はほとんど見当たらない。 

 
２．研究の目的 
研究代表者らは、前回科学研究費（23590737）を得て、約 2000 名の従業員を有する製造業企

業において、2011 年から 2013 年にかけて睡眠障害とうつ病発症との関連についてコホート研
究を実施した。その結果、睡眠障害の症状を有する労働者では、その後うつ病(うつ症状)の発症
が多いとの結果を得た。そこで、本研究では、追跡期間を延長し、2011 年から 2017 年までの 6
年間のコホート研究として、前回の科学研究費による結果の妥当性を評価検討することを目的
とした。 
 
３．研究の方法 
調査方法は、前回の科学研究費での方法と同じである。 
調査期間は 2011 年から 2017 年の 6年間で、A県の某製造会社従業員約 2,000 名を対象に、睡

眠障害と抑うつ発症との関連についてコホート研究を実施した。 
調査は、毎年春に実施される定期健康診断の機会に、調査同意を得た労働者について、睡眠障害
や抑うつ症状、労働生活状況などの質問紙調査を追加して 3年間同じ質問紙を用いて実施した。  
うつ症状は CES-D (center for epidemiologic studies depression scale）を用い、睡眠障害
は WHO で開発されたアテネ不眠尺度（Athens Insomnia Scale, AIS）を用いて評価した。CES-D
は合計点数が 16点以上をうつ症状有りと判定した。アテネ不眠尺度は、総合点が 4点未満では
問題なし、4点以上 6点未満ではできれば医師に要相談(不眠の疑いが少しあり)、6点以上は医
師に要相談(不眠の疑い)と評価した。 
調査結果は、個人名や生年月日など個人情報は削除して、匿名化した ID 番号に置き換えたデ

ータベースとして整理した。対象企業と研究代表者、研究分担者との間でデータ取り扱いに関す
る契約を締結し、その匿名化されたデータベースを用いて解析を実施した。 
解析対象者は、ベースライン時に、60 歳以下の男性日勤者で、精神疾患などの既往がなく、

また抑うつ症状なし(CES-D 総得点 16 点未満)だった者をコホート対象者として、その後のうつ
症状発症（CES-D16 点以上）との関連について解析した。ベースライン時の不眠症状（AIS）とそ
の後の抑うつの発症と関連については、Cox 回帰分析にて解析した。 
研究は、名古屋大学大学院医学系研究科生命倫理審査委員会の承認を得て実施した。 

 
４．研究成果 
解析対象者は、1332 名(年齢：38.8±14.3 歳)であった。平均観察期間は 2.9 年で、6 年間の

うつ症状発症者は 352 名（26.4%)であった。 
 うつ症状発症との関連要因について、年齢調整 Cox 回帰分析で検討した結果、不眠症状（HR 
1.64; 95% CI 1.45−1.86, p<0.001)、病気治療中(HR 2.22; 95% CI 1.63−3.03, p<0.001) 、一
人暮らし(HR 1.13; 95% CI 1.04−1.23, p < 0.05)、短い睡眠時間（HR 0.88; 95% CI 0.77−1.00, 
p < 0.05)、職務タイプ (HR 1.06; 95% CI 0.99−1.13, p < 0.1)であった。 
そこで、これらの要因と年齢を調整した Cox 回帰分析を行った結果、うつ症状との関連が認め

られたのは不眠症状（AIS 1 点以上）で、HR 1.64（95% CI 1.45−1.86) であった。さらに不眠
症状の程度別にうつ症状発症リスクを見ると、図に示したように、AIS 1-3 点の不眠症ではない
とされる群でも HR 2.14（95% CI 1.32-3.45）と 0点の群より高いリスクがみられ、AIS 4－5
点群では HR 3.93（95% CI 2.40-6.42）、AIS 6 点以上群では、HR 4.97(95% CI 2.97-8.33)とよ
り高くなった 
これらの結果では、不眠症の程度が強い（AIS 点数が高い）ほど、その後のうつ症状発症リス

クが高くなること、それに加えて、1 点でも不眠症状がある場合には将来のうつ症状発症リスク
が高くなることが示された。今回の調査結果は、睡眠障害の存在は、将来のうつ病発症を予測す
る指標になり、うつ病発症の危険性があることを示唆している。職場のうつ病対策として、睡眠
障害にも注意を向ける必要性を示している。また、軽い不眠症状でもリスクが高まることを示唆
しており注意を要する。 
 



図 1 アテネ不眠尺度点数のうつ病（うつ症状）発症リスク（6年間のコホート研究 
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